
◆ 真人橋（まとばし）  

真人橋が現在の場所に架けられたのは、文
ぶん

久
きゅう

３年（1863） 

のことです。  ※文久…江戸時代末期にあたる。 

それ以前は右図のように荻袋から増田への通路として、現在 

の頭首工よりもさらに下流に簡易橋があったとされています 

が、当時は大水のたびに流されていたと言われています。 

そうして出来た真人橋でしたが、明治２７年（1894）7月 

に発生した成瀬川の大氾濫
は ん ら ん

により橋脚が流失。翌明治２８年（1895）に 

架け替えられました。この時の洪水では特に上流の狙半内で大きな被害があり、多数 

の死者や家が流されたと記録されています。 

続いて昭和６年（1931）にも架け替えが行われ 

ましたが、昭和２２年（1947）またしても洪水で 

橋脚が流失し、その時の破損により昭和２５年

（1950）にはとうとう橋が落下してしまったのです。 
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 西成瀬地域を縦断するように流れる成瀬川。集落間の行き来や通勤・通学など、川の近く

に暮らす私たちにとって、橋は生活に欠かせない存在です。しかし、過去には水害による破

損や流失など、様々な苦難の歴史もあったことをご存知でしょうか？ 

今回は、真人橋をはじめ、成瀬川とかかわりが深い西成瀬の橋の変遷をご紹介します。 

今回のテーマ： 

成瀬川・橋のある風景 

裏へ続く 

文久２年以前の橋の図 

（秋田県史所収） 

←大正初期の真人橋 

↑昭和６年に架け替えられた

真人橋 

 昭和２５年に落下 

↑文久３年～明治２７年の真人橋 

↓昭和２６年完成の 

真人橋 

昭和４２年に解体 



昭和２５年７月に真人橋が落下し、翌昭和２６年（1951）３月に新しい橋が完成する

までの約９か月間、人々は渡し舟やいかだを利用して川を渡っていたといいます。それ

は西成瀬小学校に通っていた子どもたちも同じで、川の水が多いときには、吉野から

菅生と安養寺を結ぶ河原
か わ ら

毛
げ

道路の途中に架けられたつり橋を渡って登下校したこと

もあったそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和４３年（1968）、それまで木造だった 

真人橋が待望のコンクリート橋に生まれ変 

わりました。そして平成８年（1996）に現在 

の真人橋が完成、令和の今も交通の要所 

としての役割を担っています。 

◆ 菅生橋＆新菅生橋（すごうばし＆しんすごうばし） 

  初代の菅生橋については詳しい記録が見つからず不詳ということですが、昭和６年

（1931）には真人橋と同時期に架け替え工事が施工されました。昭和４０年（１９６５）に

旧増田営林
え い り ん

署
し ょ

の工事によりコンクリートの橋が完成し、以降、現在も生活道路として

利用されています。 

新菅生橋は、昭和５９年（1984）に県の道路改良の一環として菅生橋の上流に新

設された橋です。こちらも、狙半内と国道をつなぐ主要な道路として毎日たくさんの車

が行き来しています。 

 

◆ 成瀬大橋（なるせおおはし） 

  成瀬大橋は、平成１１年（1999）熊渕と館花の間に完成 

した長さ 335ｍの壮大な橋です。成瀬大橋を含む雄平東部 

広域農道（通称フルーツライン）の開通により、稲川方面や 

横手へのアクセスが大幅に向上しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（左）昭和 30年頃 

 橋を渡って登校

する児童たち 

（右）吉野～安養寺間に 

あったつり橋 

現在は跡形もありません 

昭和６年竣工の菅生橋 

現在の菅生橋（昭和４０年～） 新菅生橋（昭和５９年～） 

現在の真人橋 

親柱には増田町の鳥である

タカが描かれています 


